インドネシア・東スンバ県パフンガ・ロドゥ郡の村落社会における世帯と経済 by 小池 誠
は じ め に
本報告は，2011年 8 ～ 9 月に特定個人研究費「変動するインドネシアの農村社会における
家族・親族の人類学的研究」により実施したインドネシアの東スンバ県における調査の成
果1) を報告するものである。2010年のスンバ調査は，東ヌサ・トゥンガラ州東スンバ県ハハ
ル郡 (Kecamatan Haharu, Kabupaten Sumba Timur, Propinsi Nusa Tenggara Timur) の二つの
行政村カダハン村 (Desa Kadahang) とウンガ村 (Desa Wunga) を対象としたが［小池 2012]，
今回の調査はおもにパフンガ・ロドゥ郡 (Kecamatan Pahunga Lodu, Kabupaten Sumba Timur





ような差異を認められるか明らかにしたい。また，家内的領域 (domestic domain) における















Twikromo) [Twikromo 2008] が使用した仮名を本稿でも採用している。






つて存在した中核村マンギリ (Paraingu Mangili)4) に由来している。マンギリ出身の郷土史





Wanggirara” という４氏族がマンギリの支配者となった5)［Kapita 1976b : 2223]。上記の４
氏族とその他の氏族から構成される中核村マンギリは，1985年以来，筆者が調査を続けてき
た中核村ウンガ (Parai Wunga) や他の地方の中核村と同様に，平地ではなく高台の上に位







た［Kapita 1976a : 5154]。インドネシア独立後，マンギリを含む郡 (kecamatan) の名称と










4) 中核村とは政治的な領域の中心となる集村である。詳細は小池［2005 : 49］を参照。
5) 中核村ごとに，その中心となる 4 つの氏族が決まっている。たとえば，中核村ウンガでは，
“Pahoka－Tula Paraingu, Haru Kondu－Ana Lingu” となる。
6) 本稿では，スンバ語の普通名詞のみイタリックで表記している。










いる。スンバの歴史と文化について多くの本［たとえば Kapita 1976a, 1976b, 1979. 1982］
を書いたカピタは，植民地期にオランダ人学者オンフレー (L. Onvlee) の下で助手として働
き，スンバ語（正確には県庁所在地であるワインガプを含む地域で使用されるカンベラ語）









面積 (km2) 349.8 601.5 7000.5
人口（人） 12,071 5,852 231,393
人口密度（人／km2) 35 10 33
行政村 8 7 140
水田（ha） 2,979 157 12,752








































































屋はマトーラング氏族 (kabihu Matolangu) とカナタング氏族 (kabihu Kanatangu) に属する。
前節ですでに述べたように，マトーラング氏族は伝承にも登場する支配的氏族の一つである。
もう一つのカナタング氏族は，後来の氏族であり，最初はマトーラング氏族の妻の受け手と
して，この地方に定着したと語られている [Twikromo 2008 : 5859]。マトーラング氏族は，
＜ジャンガ・ウクの家＞ (Uma Jangga Wuku) と＜カルキの家＞ (Uma Kaluki) に分かれる。
一方，カナタング氏族は，＜アンドゥングの家＞ (Uma Andungu) と＜ランディの家＞




9) カピタが描いた中核村マンギリの地図 [Kapita 1979 : 8385] には，マトーラング氏族の６棟の家屋

























校 (STIE) の協力の下で2011年 8 ～ 9 月に行われた10)。カムトゥック村は 5 つの地区

























10) 調査の実施に際しては，ウィラ・ワチャナ・キリスト教高等経済学校の副学長 Umbu Ho Ara 氏と，
カムトゥック村出身で NGO の代表を務める Stepanus Makambombu 氏の協力が得られた。調査助手
（5人）とデータ入力助手（2人）は，前回の世帯調査の経験者をそのまま採用した。また，カムトゥッ
ク村の助役である Matius Tata Ewang 氏から調査の便宜を図ってもらった。この他，名前を一人一人
挙げることはできないが，カムトゥック村での調査に関わった関係諸氏に感謝の意を表したい。
























カトリック イスラーム マラプ教 不明
カムトゥック村
（100人）
62 35 2 1 65 18 11 5 1
ハハル郡
（ 2村100人）
99 1 0 0 31 1 1 67 0
表４ 世帯主の最終学歴
未就学 小学校中退 小学校卒 中学校中退 中学校卒 高校中退 高校卒 大学中退
カムトゥック村
（100人）
4 41 32 8 3 3 8 1
表５ 世帯主の職業（民族集団別）
農民 漁民 自営業 公務員 合計
スンバ人 59 1 1 1 62
サブ人 31 3 1 0 35
その他 2 1 0 0 3
合計 92 5 2 1 100
12) インドネシアでは，日本と同様に 633 制である。
13) 筆者が1999年にジョクジャカルタ特別区バントゥル県の一農村で調査した結果からも，年齢との相




サブ人には漁業をおもな生業とする住民が 3人いる。自営業が 2人いるが，そのうちの 1人
は女性の世帯主で，絣織で生計を立てている。東スンバ県全体で，経糸を括って染め，腰機























核家族型 直系家族型 複合家族型 小計
付帯成員なし 47 16 4 67
付帯成員あり 16 14 3 33
合計 63 30 7 100






























































83 7 10 61.79
ハハル郡 2村
（100世帯）







小作 (bagi hasil) とは，取り決めに従い，収穫物を土地の所有者と小作との間で分けるやり
方である。分益小作の一例（世帯番号014）では，0.25ヘクタールの水田を借りて耕作し，















































小作 27 9 36
分益小作 2 4 6






















18 11 29 65 34 77
最多所有数 25 40 20 14 16 50
最小所有数 1 1 1 1 1 1
平均所有数
（全世帯）
1.01 0.71 1.26 1.84 1.36 7.02
ハハル郡 2村
所有世帯（100世帯)
26 4 49 93 57 98
ハハル郡 2村
平均所有数（全世帯)







パソコン 携帯電話 バイク 自動車
カムトゥック村
（100世帯）
4 28 25 15 3 65 45 2
ハハル郡 2村
（100世帯）
































16) スンバ社会は，もともと貴族層 ()・平民層 (tou kabihu)・奴隷層 (ata) という 3つの階層
に分かれていた。貴族層の氏族が奴隷を抱えていた。このような階層制が多少は変容していても，現
代でも続いている。奴隷については，後で取りあげる。












(ata) はスンバ語で「家の子」(ana kuru uma) とも呼ばれるが，調査時ではインドネシア












続柄 年齢 住所 結婚 最終学歴 職業
本人（サイード) 59 同居 既婚 小学校卒 農民
妻 53 同居 既婚 小学校卒 農民
長女 38 別居（ワインガプ) 既婚 高校卒（クパン） 水道公社勤務
長男 36 同居 既婚 中学卒 農民
二男 33 同居 未婚 高校卒（ワインガプ） 農民
二女 31 別居（郡内） 未婚 短大卒（ジョクジャカルタ) 公務員（高校)
孫（長女の娘） 7 同居 未婚 マドラサ在学
孫（長女の息子) 6 同居 未婚 マドラサ在学
孫（長女の息子) 2 同居 未婚





























続柄 年齢 住所 結婚 最終学歴 職業
世帯主（トゥング） 55 同居 既婚 小学校卒 農民
妻 53 同居 既婚 未就学 農民
長女 30 同居 既婚 小学校中退 農民
長女の夫 29 同居 既婚 小学校中退 農民
孫（長女の息子） 7 同居 未婚 小学校在学
育てる家族は母中心的家族 (matrifocal family) と呼ばれる。このようなタイプの家族が，カ
リブ海の下層民の間などで報告されているが［清水 1987 : 68 参照]，スンバでは貧困層の
サブ人に認められる家族の類型である。























続柄 年齢 住所 結婚 最終学歴 職業
世帯主（女性) 45 同居 死別 小学校中退 農民
長女 24 別居（ワインガプ) 未婚 高校卒（ワインガプ) レストラン勤務
長男 20 同居 未婚 小学校中退 無職
二女 14 同居 未婚 中学校在学
三女 12 同居 未婚 小学校在学
二男 9 同居 未婚 小学校在学
三男 7 同居 未婚 小学校在学
と，ジャワからのイスラーム教徒の移民を受け入れる開放性が両立していることが，カムトゥッ
ク村の特徴である。この問題については，今後の調査のなかで，さらに深く考えていきたい。
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Households and their Economics
in Rural Society of Pahunga Lodu,
East Sumba Regency, Indonesia
KOIKE Makoto
The purpose of this paper is to report some results of the research project titled “The Anthro-
pological Study of Kinship and Family in the Changing Rural Societies in Indonesia” which was
funded by the Research Institute of St. Andrew’s University. I conducted an anthropological field-
work from August to September, 2011 in the village of Kamutuk (pseudonym), Pahunga Lodu
subdistrict, East Sumba regency, Indonesia. Socio-cultural and economic data on one hundred
households were acquired to elucidate the household economics of the villagers. These data are
compared with those collected in two villages of Haharu subdistrict in 2010. Kamutuk contrasts
sharply with the villages in Haharu in terms of ethnicity and agricultural development. The aim
here is to better understand the differences in households and their economics between the two
regions. Compared with the homogeneous villages in Haharu, Kamutuk is a rural society with di-
verse ethnicities and religions. Savunese Christians and Javanese Muslims live among the
Sumbanese majority. Most members of Uma Andungu (House of Andungu) of the Sumbanese
dominant clan (kabihu) were converted to Islam. This case depicts the strong unity of the house
(uma) which has not been eradicated by the modernization prevailing in the nation-state of Indo-
nesia. One household of this Muslim house is very rich in not only the agricultural fields and
livestock but also modern consumer goods such as satellite dishes and motorbikes. Their re-
markable wealth is supposed to originate from the manpower of “slaves” (ata) as well as the rice
fields the family inherited from previous generations. An openness accepting the Javanese immi-
grants exists alongside the “traditional” hierarchy in Kamutuk.
